
理科の学習の約束（理科室の使い方）                                                            

理
科
室
の
使
い
方 

〇理科室用のぬれ雑巾で机上をふいてから学習を始めまし

ょう。 

〇学習が終わったらぬれ雑巾で机上をふいて終わりましょう

 。 

 

 

観
察
・実
験
を
行
う
学
習
に
つ
い
て 

〇ぬれ雑巾を机上に用意しましょう。 

〇火や薬品を使う実験の際は、窓を開けたり換気扇をつけた

りしましょう。 

〇実験道具は安全のため、机の中央や体の正面に置くよう

にしましょう。 

〇道具や器具は、正しい方法で丁寧に運びましょう。 

〇ガラス器具を運ぶときは両手で１つずつ運ぶようにします。

 ※多く運ぶときは、必ず箱やかごに入れましょう。 

〇観察・実験を行うときは、椅子をしまって立って行います。

実験が終わってから座るようにしましょう。 

〇観察・実験をするときは、ひじをつかずに行いましょう。 

〇机上の実験器具の整理整とんを行いましょう。 

〇火を使う実験の時の記録は、椅子を机代わりにして記録を

とるようにしましょう。 

〇ビーカーの上や試験管の口を上からのぞきこむような観察

の仕方はせず、しゃがんで観察するようにしましょう。 

〇マッチは班の人数分や実験に必要な本数のみをもらうよう

にしましょう。 

〇道具や薬品は先生の指示にしたがって正しく片づけましょ

う。 

〇けがをしてしまった場合は、すぐに担当の先生に伝えましょ

う。 

〇実験が終わった後は、手を必ず水で洗いましょう。 

※薬品がこぼれてしまった

時にふき取るため 

 

※安全の配慮のため 

 

※基本的に両手で持って

運搬する。 

 

※安全の配慮のため 

 

 

 

 

 

※安全の配慮のため 

 

※必要な本数のみを配布

するようにする。回収の

際も必ず本数を担当教

員が確認する。 

火
や
薬
品
を
使
用
す
る
実
験
の
服
装
に
つ
い
て 

○髪が長い人はゴムで束ねましょう。 

〇服装に注意して行いましょう。 

 ※フリースは着ないようにしましょう。 

 ※フードは服の中に入れましょう。 

 ※パーカーのひもは結ぶか服の中に入れましょう。 

 ※そでが長い場合はひじまでまくりましょう。 

 ※上着などのボタン・ファスナーはしめましょう。 

※火が燃え移らないように

するため 

 



学
習
用
具
に
つ
い
て 

○理科で使用する道具は、大切に扱い、必要があれば水で

きれいに洗い、乾燥させてから元の場所に戻しましょう。 

 

〇用具が割れてしまったり、壊れてしまったりした時は、す

ぐ担当の先生に伝えましょう。 

 

〇必要な分だけの薬品や用具を使いましょう。 

※学校の備品や理科で使

用する用具は、理科の学

習として正しい使い方を

する。 

※ガラスの備品が割れてし

まった時は、実験を一時

停止し、児童の安全を

確保、片付けをする。 

※ガラスの備品が割れてし

まった時は、ゴミ箱に記

載してある通りに処理す

る。 

 


